


















09

酪農
（ジャージー種）

会社名 あいす工房　らいらっく

代表者 吉井裕也

CASE

04

ジェラート・
チーズケーキ・
クリームブリュレ

事業のきっかけ

労働力不足を機にジャージー種の小規模酪農に転換、ジェラート店を開業

　家族が相次いで亡くなり、労働力不足から酪農存

続の危機を迎えたオーナー吉井英之さん。そこで乳

牛を一人でも飼育できる頭数に減らして、ホルスタ

イン種から乳製品をつくるのに最適なジャージー種

にすべて変更。「いつかお店もやりたい」と亡き妻と

の夢を思い出し、酪農から加工、販売までを一貫し

て行うジェラート店を2001年に開業しました。店舗

経営は息子の裕也さんが担当し、その濃厚でコクの

ある牛乳からつくられるジェラートは搾りたてミルク

の風味が楽しめると人気。ジェラート以外にも、

ジャージー牛乳に3種のチーズをあわせたガトーフ

ロマージュや、アーモンドブリュレ等のスイーツも充

実しており、県内外から多くのお客さんが訪れます。

所在地 兵庫県朝来市和田山町白井486
TEL:079-670-1766
FAX:079-670-2623

MAIL info@lilac-ice.com
URL https://www.lilac-ice.com/

店舗のジ
ェラート

は常時18
種類。

牛乳にベ
ストな食

材を吟味
していま

す。

牧場のジェラート、
ガトーフロマージュ、アーモンドブリュレ

労働力不足から小規模酪農に切り替え、
いち早く6次産業化に着手して成功

自家牧場の搾りたての
ジャージー牛乳を使った濃厚な
味と香りが魅力のジェラート

朝来市　あいす工房　らいらっく

事業紹介
80頭ものホルスタイン種を飼育し、但
馬地域の中でも有数の大規模酪農家
だったが、労働力不足により2001年か
ら6次産業化に着手。現在は小柄な体格
で搾乳量は少ないながら、乳脂肪分が多
く濃 厚で味わい深い牛乳が魅 力の
ジャージー種のみを12頭飼育し、ジェ
ラートをはじめスイーツを加工、販売し
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商品づくりのポイントPoint

取組内容とポイント

自家牧場のジャージー牛乳100％のジェラートで店舗を経営

その

1 希少なジャージー種のみで酪農家が経営するジェラート店を始めた先見性

その

2 他社が真似できない、オリジナリティのある商品、ストーリー

その

3 自社商品だけでなく、OEM※商品も製造することによる販路の多様化
カギ!カギ!

成功成功
の

事業の成果

生 産
（1次産業）

●乳牛（ジャージー種）

加 工
（2次産業）

●ジェラート
●チーズケーキ、
　クリームブリュレ等のスイーツ
※自社製造

販 売
（3次産業）

●自社店舗、ECサイト
●イベント
●道の駅、百貨店
●OEM先店舗

付加価値の高い乳製品づくりのため、
希少なジャージー種のみを飼育
加糖に頼りすぎず牛乳本来の風味や濃厚な味わ
いが伝わるジェラートや、ガトーフロマージュ等のスイーツをつくるため、ホルスタ
イン種から、乳脂肪分が高く濃厚で味わい深い牛乳が魅力のジャージー種のみの
飼育に変更しました。ジャージー種はホルスタイン種に比べ、小柄で搾乳量が少な
いため、国内で飼育される頭数は乳牛全体の１%程度とごくわずかです。

生産のポイントPoint

オープン当初は6次産業化は主流ではなく、ジャー
ジー牛乳のみを使ったジェラートが珍しかったこと
もあり、その希少性やおいしさが評判となってメディアの取材も多く一気に人気店
に。現在は、自然豊かな但馬地域の風景やスタッフの人柄など、素朴な魅力が自然体
で伝わるような表現を心がけ、SNSで情報発信しています。

「牧場経営のジェラート店」が目新しく、
いち早く6次産業化に踏み切った先見の明

目の行き届く範囲でこだわり続けながら、
自社店舗に頼らないOEM※も積極的に
店舗をメインに展示会や百貨店の催事にも積極的
に参加。新型コロナウイルス感染症の流行で店舗
が休業になってしまった際には、SNSで牛乳が余っていると話題になったことで業
務用アイスの売上が伸び、コロナ禍を乗り切ることができました。その際に生まれた
縁や展示会から生まれたコラボ商品・OEM※商品も多数。

販路づくりのポイントPoint

●五つ星ひょうご選定商品
　「アーモンドブリュレ」
●有名企業のPB商品採用
●百貨店等で多数取扱

現状の課題と今後の展望

牧場、店舗がある朝来市の冬は厳しいので、冬季の安定した収入源の確保が課題でしたが、最近では他府県で販売する
OEM※商品がひとつの解決になってくれています。商品に関しては、変わらず既存商品を丁寧につくり続けるのはもちろんの
こと、新商品開発にも力を入れていきたいですね。20年以上続けてこられたからこそ、雇用問題や設備の老朽化など新たな
課題にも直面していますが、これまでの経験を活かして乗り越えていけるよう模索しています。

※OEM…他社の企画・開発した商品の製造を請け負うこと。
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